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研究成果の概要（和文）：ヤムイモの一種のダイジョについて人為的に倍数性変異体を作出する

技術を開発し、ダイジョの 2 倍体品種から 4 倍体品種を効率的に作出できるようになった。挿

木によるヤムイモの種苗生産がシステム化されて、その技術が国際熱帯農業研究所(ナイジェリ

ア)の育種および品種選抜における世代促進方法に採用された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The technology as the development of artificial ploidy mutant plant in water yam (D. alata) was 
established, and the tetraploid plants were produced from diploid plants. Seeds and seedlings 
production of yams by a cutting was systematized, and the technology was adopted as the breeding and 
hastening of generation in yams at International Institute of Tropical Agriculture (Nigeria). 
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１．研究開始当初の背景 

アフリカではイモ類が穀類の消費を上まわ
っている。特にヤムイモは世界の生産量の
97 %が生産されている。しかし、これまでア
フリカにおけるイモ類の研究は非常に限ら
れた予算・人員で行われてきた。これは、主
食作物としてのイモ類の重要性がアフリカ
以外の地域では適切に認識されておらず、特
に欧米においてこの作物の研究蓄積がない
などの理由から、長い間、共同研究や技術開
発の対象とされなかったことによる。 
 

 

 

２．研究の目的 

本研究はこれまでに開発したヤムイモの「周
年生産」と「新しい種苗生産」技術の確立並
びにその技術の普及によってアフリカのヤ
ムイモの生産性を飛躍的に向上させるとと
もに、収量性を改善するための育種技術の開
発を目的とした。 
 

３．研究の方法 

東京農業大学、鹿児島大学、国際機関（国際
熱帯農業研究所：IITA；ナイジェリア）およ
びガーナ国作物研究所（CRI）との連携協力
によって実施した。ヤムイモの優良種苗の生
産システムの体系化と周年栽培技術の確立
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のために、ナイジェリアとガーナにおいて実
証試験を行うとともに、ヤムイモの新しい育
種技術の開発を行った。 

 
４．研究成果 
(1)ヤムイモの高収量品種の作出を目標に、
ヤムイモの一種のダイジョについて人為的
に倍数性変異体を作出する技術を開発した。
ダイジョの 2倍体品種から 4倍体品種を効率
的に作出できるようになり、高収量品種作出
の糸口をつかんだ。また、施肥に対する生育
反応が品種によって異なることが明らかに
なった。  
(2)ヤムイモの健全種苗の生産方法のシステ
ム化を行った。挿木による種苗の大量増殖方
法は国際熱帯農業研究所の育種および品種
選抜における世代促進方法に採用され、優良
品種の育成期間が 11 年から 7 年に短縮でき
るようになった。 また、この技術はビル&メ
リンダゲイツ財団が支援して 2012 年 4 月か
ら開始されている「Yam Improvement for 
Income and Food Security in West 
Africa(YIIFSWA)」プロジェクトの普及技術
に採用された。 
(3)ヤムイモの周年生産システムの実証試験
をナイジェリアとガーナで行い、ヤムイモと
イネの 2毛作における肥料の施用時期を確定
した。さらに、次世代の種苗の大量増殖技術
について、ムカゴの肥大成長に関する基礎的
知見を得た。 
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